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第2図　穂高岳近傍の氷蝕地形(新居氏撮影)

左　よ　り　唐沢･池の平･大　キ　レ　ット　カ　ー　ル

-･･･本文小林国夫:日本の氷河(2 ･ 3 ･ 4両)
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日　本　の　氷　河

(日本の氷河と氷河周辺地形の話1)

小　　林　　国　　夫

まえがき

日本の氷河問題の研究も､もうそろそろ70年の歴史を

もつようになりましたoその間､多くの愚見や討論がな

されましたが､信州でも北安曇郡は､日本の氷河問題につ

いては､その端緒をひらいたゆかりの地といえましょうo

地琵学者ジョン･ミルン(鵬0-1913)が1881年に書

いたものにはキンチが針ノ木峠に小氷河があるといった

ことが記されています｡このころアトキシソシとかタイ

パースという外国人で､いわば素人が､こういう問題に

注意していたことがわかりますが､キンチの意見は､こ

の種の人たちと機を一にして出されたものでした｡

しかし科学者として､もっともはやく氷河遺跡がある

ことをのべたのは､地質･地理学者であった山崎直方(

1870-1927)でしたo彼は欧洲に学び､親しく氷河を観

察し､帰国後､ 1902年9月に東京地質学会(今の日本地

範学会の前身)でミ氷河果して本邦に存在せざりしか

という演題で講演をいたしました｡彼の新説は､まった

くセン七一シサ′レな意見として､当晴の学会や世間に

むかえられ､日本の学者は以後しばらくこの題題に多大

の関心をしめしましたo

当時の講漸己録には同年の｢地顔学雑誌｣ ､第9巻､

第109-110号､ 361-3の､ 390-398ペーシや｢ii圃電力

論文集｣前編の503-519ページにのっていますoこの講

演記録から判定するかきり､多少わかりにくいところも

ありますが､山階力氷河遺跡としてあげたものの1つに

は白馬岳の葱平や南股の今の発罷所取入口附近であるら

しく思われますoベつに越中境の山とか大日向岳とか書

いていますが､どれを指すものかはよくわかりませんo

いずれにしても､このうちにはもちろん氷河遺跡と判定

して差支えないものもふくまれています｡まえにものべ

たように､日本の氷河遭跡のことを論じた人は膨しい数

にのぼるのですが､山崎は､なんといっても､先覚者で

あり､立派な学者であったといわなければなりませんo

l　日本の氷河

ところで､日本全体をみわたすと､氷河遺跡は北･中

央･南アルプスと北海道の日高山脈に知られていますo

加賀の白山にカー′レかおるともいわれていますが､詳し

いことを私は知りませんoしかし･本州の氷河地形の全

部が日本アルプスにあるといっても過言ではありません

日本アルプスの氷河遭跡は総数でざっと50個所におよん

でいます｡その中には､よく知られているカール(圏谷

) ､ U字谷氷河谷などがふくまれますo

今さら､申し上げるまでもなく､日本アルプスでは今

から1万年以上もむかしのいわゆる氷河時代に､たくさ

んの小氷河が､雌々にかがやいたということになります

それでは､こく一般的なもの､すなわちカールからお話

いたしましょう｡

2　カール(関谷･英語ではサーク)

カリレとよばれる谷は､ 2つの部分からなっています0

1つは急勾配の谷壁(圏谷壁･カール･ヴアンド･サーク

.ゥォっレ)とわりに平らで緩斜する谷底(圏谷底.刀

ール.ボーデン･サーク･フローア)からなっています｡

たとえは1 ･ 2図にしめされるように半円形の急なカ~

〟.ヴアンドとその底が緩く傾いているために遠方ある

いは前面からみると､お椀の半分のような形になります

日本北アルプスでは､立山･鋤岳･槍･穂高岳･薬師岳

水晶岳の東面に見帥こ発達しています｡

ところでカールとよはれる地形は2つのはか､につく

られます｡ 1つは小さい氷河がその中にすぼりはまり込

んでいたと思われるものと､他の1つは長く氷舌を出し

ていた氷河の谷の政一-つまり最上部のところにできる

のです(谷頭岡谷)○このことは､氷河の最上部ではど

っちみち､おなじような伎蝕が行われていることを惑昧
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第1図　案用1束岳カール平面図(小林原図)

p前庭鍍酉蝕堤､ cm中央堆石､ m堆石､ S掠痕
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しています｡槍沢や中ノ岳では､氷河がもっとも大きく

なった時期には､氷河の末鵜はずっと下方に遼していま

した｡ところが氷河がだんだん小さくなってきて､氷河

時代のおわりころになると､谷の頭のところだけになっ

てしまい､そこで､今日みるようなカールのかたちをつ

くりあげたと思われます｡

全般的な特徴と

いう点からみると

1日本の氷河ので

きた時期はみじか

く､氷河作用によ

撃できます｡しかし､さらに壁に接近したところでは､

壁を転落してくる岩層の堆積がみられます｡後者はよく

知られた塵錐で雪がない夏にできるものですか､前掛ま

雪がそうとうにある時期(過去か現在の冬) ､雪の上を

土ってきた岩層によってできるものです｡だから前庭縫

石堤(プロテーラス･ランパート)とかばあいによって

は稀雪李堆石(ウインター･モレーン)とよんでいます

この両者はできた時代も氷河がなくなってから後のこ

とですし､はあいによっては現任でも継続的におこって

いるので土壌生域もなく､植生もないことが多いのです

話をもどしますが､幽谷劇こする堆石を幽谷堆石(サ

って陸尉こ変形レ　　　ーク･モレーン)とよひます｡従って巌が也の外側に2

たと思われる地形　　　00mも下方にあるというようなモレーンは､当然､圏

はわりにすくない　　　谷堆石とはいえません｡

ことですoまた､　　　4　氷河の最拡大期

2氷河のできた時　　　圏谷よりもずっと下方にモーレンがあるのは､たとえ

期は何回もあった　　ば槍沢や中ノ岳氷河のはあいで名前､では大愴モレーン

わけではなく､お　　後者では檎沢大モーレンです｡まえにのべた中央アルナ

そらく一度拡大し　　ス膿が也では､高さ2700mの圏谷底の下方にあたる海抜

た時期(飛躍氷期　　2560-2480mのあいだに大きなモレーンかあります｡

I)があり､それ　　また南アルプスの別棟岳力つレの下方200mには氷河

につづいて後退期　　擦痕のある別は岩盤があります(科学読売1958年10月

がくることが特徴　　号に写真を出しておきました) ｡そのほか､立山周辺や

です｡そして､こ　　天狗翻す遍のカール氷河は最拡大期には､いずれも下方

の拡大期には､多　　までのひて､ U字谷氷河に似たかたちをとっています｡

くのカー'レで､氷　1936年にシユビンドという学者が､ミ日本のカールは平

河が､げんざい見るカールの外にあふれたしていますo

(第3図)

3　モレーン(堆石)

カールのなかには､しばしはモーレンとよぶ堆積物が

あります｡モーレンということばは､もともとスイスの

山村のお百姓さんの使っていた言葉ですから､その外形

は､かなり特徴を持ったものです｡

これは氷河が運んできて堆離したものですから､氷河

末端の形にしたがっていろいろな形をしています｡たと

えは三日月形をする例がもっとも多く､またわかりやす

いものですが､これは氷河の末端のところにできるもの

で､終堆石(ターミナル･モレーン)といわれます｡

実例をいいますと､南アルプスの荒川粟岳(第1図)や

水晶岳巣南などに好例があります｡野口五郎の池のある

地をせきとめている､堆石堤は蛇のようにうねっていま

す｡

ところで氷河のモレーンは､わりあい古い時代にでき

たので､その上には土壌ができ､ノ＼イマツだの草だのか

生育しています｡しかしカールの噴立コまもっと壁によっ

たところには藷々たる岩塊の堆積があるのをしばしは目

たくて伸びたかたちをとっている点が独特で､日本型と

もいうべきものだミとのべています｡平たくて浅いとい

うことは今村学郎も強調していたことです｡このことほ

とりもなおさす日本のカール氷河をつくった時期はみじ

かくて､余り本格的な水銀がなかったこと､本来の地形

に左右されたものでぬること､つまり氷河作用がかなり

微弱であったことをしめしています｡

5　氷河の後退期

氷河の最拡大期につづいて､後退期がきます｡これは日

本アルプスでは飛躍氷期皿a､ nbとよばれています｡後

退期の途中に一時的に氷河の縮小が停止したり､小前進

がおこった場合にのこしたモーレンによって代表されま

す｡檎沢では坊主岩のモーレンによって代表されますし

薬師岳南核力つレでは､カリレ底がモーレンの2回の堆

積によって2段になっています｡

こうしてきいとに今から一万年とちょっとはかり前頃

になると､氷河のあった峰でも､あちこちで氷河が死水

(流れない氷塊)になったり､数もへってきて､ 1万年

を境として､急激に氷河が消えてしまいます｡このさい

との亜氷期を飛躍氷期lcといっています｡この時期あ
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るいはⅡ b､ncの晴に圏谷推石が

できたところが一番多いのではな

いかと思われます｡

6　飛躍氷期の時代
それではこのような氷河の圃ヾ

第1表　飛　躍　氷　期　の　亜　氷　期

舶圃掴桐の消長臨尺･中ノ岳薬晒カール瀧ガ池園谷荒川煎宙
i

I                    __:__ _ :-  :

li腫世∵　　　　曜　　錐新聞瀧薙石塊毘　錐‖書　　経

はいったい何時ごろになるのでし

ょぅか?この間唖即本の地質　ヴ

学はじまっていちいの大き即腰　上

でした｡紙数も充分にないので､　ル

この辺で;'･l諭だけを申しあげます

と､全体的にみてヴエルム氷期と

いう晴代に入ることは､総合的な

飛田｡..T'後の亜氷期牒谷班石上位堆石(型)口前居館石醒
i

考,熱こよるとほとんど間違いない　嘲期
i

ことがわかるに至りました｡つま1

り､これらの氷河は今から数万年i

退期i舶畳輝石　下位礁石閏谷雄和岡谷堆石I

擦痕岩盤

かし.万年のあいだ.I:tきたものだと思われます(第　大きいといわれていますoしかtWt三千三?雪空
くわからないので､今のところ私は飛捌く期lはW缶m

nでないかという気がしていますoしかしエミリアニな

どという学溜ま別の万両からWurmlはそんなに小さく

ないと考えているようです｡

1表) ｡しかしながら､飛馬槻く期1が､外国でいわれて

いるWiirmIあるいはWurm皿のどちらに入るものであ

るかということはよくわかりません｡欧州アルプスでは

wGrmuつまり今より25000年前後の氷河拡大期が一番

-カ　ラ　　ス

長　沢　修　介

秋雪も深まる1月一2月にかけで駕たちは最も苦しい

生活をする｡したがって人間に関係の深いスズメやカ

ラスは人家の近くに集り集団で人間へ依存した生活を

する｡カラスは轟繭期などにも佃島の卵綱胎盗んで

食べるの1,蔦社会のギャングとも言われる位だけあっ

て家畜の餌を絡んで食べたり店先のものを失敬するな

ど個々悪賢くすうすうしい｡またいかもの食いで名高

い｡ゴミなどが多く流出する河口に集って流れて来る

ゴミを一つ一つ検査して食べられそうなものなら何で

も胃袋におさめるし､ゴミ捨場のゴミから始まってく

されかけた肉片､果ては馬糞､人糞､犬の糞まで処理

する｡これはと思うものは何でも胃袋におさめなくて

しい｡

ヵラスも当地方にはハシブトカラスとハシポッカラス

の二種類いる｡ハシブトはくちばしが太く体が少し大

きい｡体金体力嘆くて薄気味が悪いので｢カラス鳴き

が悪い｣とか｢カラスカ鳴くと人が死ぬ｣など不吉な

例に吸われている｡
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編集室から･･･ 〇･･慨やかしい新春を迎えられたこと

と思います｡本年もまかりなりにも何かとこ協力によっ

て4年目を迎えることができました｡初頑の編集会談か

らは､もっと郷土色を活かそう､当用漢字を使用し平易

な文章でよい写真を使用しよう､など多く0)恵肋､出さ

れ､さらに市民のみなさんに｢親しまれる山と博物館｣

を最大の目標に編集を進めて行くことになりました｡ど

うそ本紀をご利用下さい〇

〇･･･今年に冬山に､各加証しうきびしい盤--3'が発せられ

例年にない冬用の悲報に接しました｡その反面､冬山入

山者も2000人を越えたといわれる癌況さでした｡地元で

も､大町山の会;jL20日より一週冊の予定で爺ケ岳の粟尾

根にいとみます○地元の若人の情熱が北アの山々に絡晶

されることを心から喜び､成功を祈りたいと思います｡
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L二L主 

雪具i　ス　カ　リ

積雪科学館長　勝　谷　　稔

雪に関係のある越後の民具というと､スカリというカ

ンジキがその王座であろう｡大きなものになると長径90

cm､鰻径45cmもある｡こんな大きな面積を持つカンジ

キは越後の深雪地を除いては他に例が少ない｡

スカリを見ると流石に越後は深雪だという気がする｡

越後も中部の刈羽郡高柳村に中後(なかこ)という部落

がある｡その部落にある小学校の分校では昭和32年3月

27日に775cmの積雪を観測している｡学校所在地として

は日本一の深雪である｡こんな所が越後には所々ある｡

そして一夜に-米くらい雪が積ることはそう珍らしいこ

とではない｡越後にドカ雪という言葉があるが､全くそ

のとおりで､ドカツと大雪が降る｡スカリはそういう所

で使われる雪踏具である｡

-米も雪が一気に積ると胸まで雪に埋って身動きがで

きない｡これを除雪することは今日の機械力を以てして

もなかなか大変で､ましてや一人や二人ではどうするこ

ともできない｡そこで考えたのか雪を踏み固めてその上

を歩くことであった｡そしてそのために足の裏より広い

面積の雪具を履く工夫を雪国の民族はどこでもしている

北アメリカの土人はラケットのようなものまた同じよ

うな形をした板､チエツコスロバキヤやユーゴースラビ

アでは木の枝を編んだもの､スエーデンでは横切を二三

枚並べた梯子のようなもの､その他木の枠に木の蚊や獣

の皮を張ったものもあったと報告されている｡

わが国では巾広のスキーのような板､竹や木を曲げて

枠をつくりその中を襲縄などで網目にしたもの､それの

大きいのかスカリである｡それから丸竹や剖竹を編んで

板のようにしたもの､変ったのではフミタワラという独

特のものもある｡

いずれにしても接雪面を大きくして体重との比を小さ

くする工夫をしている｡そしてこれらの雪踏具を大別す

ると､接雪面が板のようなスキ間のないもの､フミグワ

ラもその部類であるが､それとスカリのような接雪面が

スキ間の多いものとの二つにわけることかきでる｡

圏謡醒
積雪を上から踏む､すると績雪は押される｡この押さ

れる力に抵抗する力が積雪にはある｡その一つは積雪の

粒と粒とが重り合って平衡を保っている状態をこわされ

まいとする力､これを抗圧力とよんでいる｡同じように

粒と粒とがつながっている状態をこねされないようにす

る力がその周囲で働く､この力を抗労力とよんでいる｡

榎のような雪踏具は主として積雪の抗圧力を利用し､叢

のような雪踏具は主として積雪の抗努力を利用している

雪の降る時の地上附近の気温はOoC近くの時が最も多

い｡そして気温があまり低くても雪は降らないし､もち

ろん高いときもまた降らない｡越後の冬の気温はOoCに

近い｡積雪科学館で観測した過去9ケ年間の長岡の気温

は､一日十二回の観測による月平均で1月は0.6cc､ 2

月は0.5｡Cである｡雪の降り易い気温ということになる

雪の降り易いことは雪の深いことにも関係している｡そ

れからOoCに近い気温のところで降り積った雪は抗労力

の強い積雪になり易い｡機械体操の鉄棒が雪の中に埋る

とそれが曲る現象が越後ではしばしば見られる｡それは

抗労力の強い積雪が原因している｡こんなことからこの

国ではスカリのような雪具が発達したのではあるまいか

これが気温の低い所だと雪の粒と粒とがバラバラにな

りやすい｡つまり抗JIj力の弱い積雪になる｡そういう所

では積雪の抗助力を利用することができないので抗圧力

を利用する板のような形のものを使うようになる｡東北

地方の山地でフミグワラが使われているのはそのためで

おる｡

スキーのような細長

い板にすると､同じ面

積でも珊瑚の長さが非

常に長くなる｡つまり

抗出力と共に抗努力の

利くものになる｡スキ

ーが雪質の相異する広

い地域にわたって使わ

れているのはそのため

であろう｡

羽後のふみたわら
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高所の人体におよぼす影響
昭　和　医　大　山　岳　部

われわれが平地で普通に行っている動作でも､高い所

では急切れがしたり､鼓動がしたりすることはだれでも

経験する｡もっとはなはだしい場合はそくに山酔(やま

よい)といわれる症状が現われる｡すなわち倦怠(けん

たい)感､頭煽､不眠､呼吸困難､目まい､悪心(あく

しん) ､吐きげ､精神力の欠乏､味覚､視覚､聴覚等

の障害などである｡このようなものを高山病と呼んでい

る｡しかしながら富士山でさえ3778mのわが国の山々で

は純粋な意味での高山病は見られないのではなかろうか

身体の疾患(しっかん)があるとか､駆度に疲労してい

る場合､または特異な体質をもっているなどの場合をの

ぞけばわが国の山では､高度そのものゝ人体におよぽす

影割ま特に考慮する必要はないと思われる｡では何米位

から高山病の症状が現われてくるかというと､明確には

何米といゝ難いので猛る｡というのは､体質差､体力の

差によってことなり､また経験の豊富な山岳人と初心者

とでは､いちじるしく異るものであるからである｡

それはともかくとして､高山病の画接の原因は､やは

り酸素不足であろう｡われわれの住んでいる地球上は空

気が存在し､その中の酸素を呼吸して人間もふくめた生

物は生活しているのである｡地球をとりまく大気の旺力

は地表に近いほど大きく､これから遠ざかるほど小さく

なる｡すなわち高い所ほど空気が稀薄となるわけである

空気は酸素(20.95%)窒素(78.08%)炭酸ガズ(0.03

形)およびその他こく微量のガスからなっている｡この

絶境は約1500mまでは一定の比率を示している｡高度が

璃し気吐かへっていくと､その帯さにおける酸素の量も

しだいに少くなって行く｡平地における酸素分瞳を1と

すれば5300mでは2分の1､ 8030mでは3分の1となる｡今

かりに12000mの高所と同じ酸素分瞳のある空気を呼吸

するとすれば､ほとんど一分間で意識を失うほど､酸素

は稀薄となっているのである｡もっとも飛行機などで急

に高度をたかめるのと違い､登山においては嗜ちに失神

するようなことはないが､そのかわり酸素の不足した環

境の下で毎日24時間の生活を逆らねばならないので､こ

の影響は絶えまなく身体を侵すこととなる｡しかし人体

はこのような環境においてもあるていと順応する能力を

もち永久に低酸素症の症状が続くものではない｡時間が

たつにしたがい､それが現われる｡これが高所順応と呼

ばれるものである｡しかし､この高所順応にも限度があ

り､その限界は現在では､ 7200m､または7300mである

といわれている｡それ以上では順応は行われず人体はし

たいに弱って行く｡これを衰退と呼んでいる｡もちろん

限界を越えた高所でも人体は､その環窮に順応しようと

する溝動は行われているが､失われるものがそれを上廻

るので体は衰えて行く華になる｡

このようにしてしだいに南匿を増して行っても､人間

の生存し得る限界は約8500mくらいまでであるといわれ

ている｡登山の歴史の上で､この線まで達した登Ll｣家は

非常に数少い､われわれの知る限りでは1924年､エヴェ

レストでノートンとソコ-ヴェルが､また1933年ウイン

.ハリスとウエーガーが､ 1938年シンプトンとスマンス

刀.･ティ/レマンとルロイルかこの線に達している｡ 1939年

にはK2でウイスナーかこの商駒こ到達している｡これ

らは何れも酸素を使用していない｡また酸素吸入を行っ

たものでは､ 1924年マロリーとアーヴインがエヴェレス

ト北方ルートでこの線を越えだが､彼らは劇的な最後で

再びもどってこなかった｡ 1952年ランペつレとテンシソ

が､さらに1953年ヒラリーとテンジンは開放式酸素吸入

器を使用して地球の最高点8840mに到達している｡これ

らの記録からもわかるように7200-7300mまでは順応を

行いつつ時間をかけて､ゆっくり登り､それから上の場

所はできるだけ短時間に登って体の衰弱しない間に下降

するのか合理的のようである｡高閲剛芯をあまり行わず

に登記した一例がある｡ 1953年秋､アンナプルナ遠征で

見られたものである｡ 2300mから5500mまで､この間約

300Omを､わずか3日間で登ったもので医学的にはおも

しろい例である｡最初の日には3800皿まで登った隊員は

それぞれ25Kgの荷を負っていたという｡その日は特別

の症状は現れなかった｡翌朝起床時に軽い頭痛があった

ていとであり､矩時間で治ったという｡ 4000mを越えて

からはしだいに登高速度が減じ､荷が重く感せられた0

4800mでビバークしたが､熟眠できず､動くと頭痛がし

て全身倦怠感力漕明となった｡夜間はのどが異常にかわ

いだ｡つきの日は､ 5500mまで行き､ 5000mの所で泊っ

たが､食慾の減退と､食品に対する好き嫌いがはなはだ

しくなった｡絶えず頭が､ぼんやりし､就渡してもほと

んど､うとうとする程度であった｡しかし邑苦しさが激

しい割に呼吸数の増加がなかった｡これは､呼吸中枢が

その新しい環境に適応する態勢に入る余裕がなかった､

と考えるべきであろう｡これは意識的に呼吸を強く早く

すると､苦しさが軽減したことにより実証された0 6日

目に4200mまで下降したところ､これらの症状はしだい

に消返してゆき､食慾もてて､睡眠も充分とれたoまた55
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00m付近では､尿量が著明に少くなり､浮腫が顔面に現

われた｡これは呼吸数の増加による水分の襲失以外に腎

臓の機能が衰えたと考えるべきでめろう｡この症状も42

00mでは尿量は増し､浮腫もほとんどとれた事実を見て

も明らかである｡

これらの諸症状の原因の大部分が､酸素の欠乏によって

起ったものであることは明白であるが､体内の酸素不足

の状態が内臓諸器官にどんな作用をおよぽしてて､この

ような症状を怠起せしむるものかは､いまだほとんど知

られていない｡しかし商劇頂応によって､前記の酸素不

足から起る症状を軽減せしむる華実が蕾から知られてい

る｡それは商い所へ登ると血液中の赤血球が増える､と

いうことで説明される｡赤血球は人体内の酸素の交易を

つかさどる｡赤血球中に含まれたヘモグロビンが肺胞で

吸入された空気中の酸素をとり､これを体中の必要な部

分に運搬する｡そして末梢が酸素と炭酸ガスを交換し再

び肺にもどって､あらためて酸素を取り入れる｡このよ

うなわけで､赤血球の増加することは､酸素の不足する

高所においては､非常に有利である｡すなわち高度が増

し､空気中の酸素分圧が平地の1/2になったとき､赤

血球数が､平地にいる時の2倍になったとしたら､ちよ

うと良いわけである｡しかし赤血球増加度は現実には約

2倍が限蔓でめり､それ以上は増さないと考えられてい

る｡図表のことく､気圧変化と赤血球増加を対比して､

赤血球増加の限界と高所順応の限界とを関係づけて考え

るのか良くはなかろうか｡また帝劇原応を行う場合これ

が人体内で完成されるのには､ 10日は要すると思われる

人工的にこれを早める決定的なものはないが､同じ場所

に止っているよりは､上ったり､下ったりしなから次第

に高度を増して行くのか有効な方法である｡これにより

赤血球を作る骨髄に対しても､一種の衝激を与えて､赤

赤血球の増加

高度(栄)【赤血球数

0　　4970,000

4.2 i 5752 , 000

1560 I　6551,000

-:.=

1800! 7(朋.000

4392 i　8000,000

正常人平均赤血球数

具5000.000

美　4500.000

血球の増加を期待する塾ができるからである｡また赤血

球を曙加さすという意味ではミネラルや造血ビタミンを

多量に服用することも効果が期待できる｡高所順応の限

界点を越えた場所で充分な活動を期待するなら酸素吸入

を行うのみである｡酸素は行動の時はかりでなく､夜間

充分な睡眠をとり､翌日の行動を充分ならしむるために

吸入することも効果がある｡また食物も維学問的なもの

より嗜好(しこう)を考え､食慾不振の時も摂取しやす

いものを考えるべきであろう｡このようにいうと､順応

さえできれは平地での行動と同じ位に楽々と行動できそ

うであるが､やはりそうは行かない｡順応といっても､

あるていとまでしか可能でない｡苦しさは充分苦しいの

である｡最後に最も必要とされるもの､それは､精神力

である､鉄のようなミ意志ミこれが無くして登LLlはあり

得ない､といっても良いと思う｡

ベルンの山岳博物館のこと
小　　　　西

スイスへ入国したのは空からでした｡スイスエア機で

ローマからニースを経てジュネーブのコアントラン空港

に着いたのです｡ニースからジュネーブまでの中間でア

ルプス山塊を越えるわけですがひどく動揺する機窓から

雪肌の山々の輝きが密雲の切れ目ことにきらきらと見お

ろされました｡生れてはじめて見るアルプスの山容のす

ぼらしさを息詰まる緊張した気特でじっと見詰めたこと

でした｡真夏のニースはなま暑い風が吹いており､これ

でも名高い保護地なのかといぶかしい気さえしたのに､

アルプスを眺めたら暑い気詩などはどこかへ吹飛んでし

まいました｡それは機体の動揺で肝を冷しゾツとしたた

諌

めだけではなかったようです｡

ある日､首都ベルンの郊外グルテンの丘上に立ちまし

た｡ベルン市街の大観に気をよくしたはかりでなく､い

わゆるベルナーオーバーランドの大観がすぼらしいもの

でした｡それはスイスアルプスの大観といってもよい壮

大なものでした｡

別なある日､秀峰ピラストに登りました｡ビラトスク

ルムまでは登山罷車です｡山頂の展望は快晴に恵まれで

すできでしたが､この登山の機会にアルプス鶉も見まし

たし､大きな鈴を首につけた牛も見､その鈴音を霧海を

距てて聞くこともできました｡
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またその後のある日一一グリンデルウルトからユング

フラウヨツホヘ登り､通過して鉄路ツェルマットへ出て

ゴルネルグラットクルムまで行きマックーホルンその他

を大観しジュネーブ-戻った山廻りコースを辿る直部一

一ベルン市内のヘルベチアプラッツにぬる山岳博物館を

訪れました｡スイスの山へ入る人の多くが出発前にここ

に立ち寄るのは定石とされていると聞きおよんでもいた

ので行って見たのです｡

この博物館は最下階には都側専物館がありその上の階

層二つが山岳博物館なのです｡スイスアルプスの自然と

科学と登山と技術と芸術とについて種々な集談がここに

展示されているのでした｡一一その詳細こついては信濃

山の会刊行のミILlなみを追うてさに載っているミベルン

の山岳博物館ミと題する拙稿に

かなりくわしく書きましたが､

この施設はスイスアルプスのす

べてを解明しアルビニズムの過

去と現在を説示し表現している

ため､たしかに入両部こここを

訪れるのは夫へんイ三溝であり必

要でもあるよう(Iこ思われました

この日は､たいした大雄者数

もないようでひっそりしたもの

でしたが旅行者風でない｡むし

ろ土地の人のような風体の壮年

の男がヒ才か八才くらいの男の子を連れており､時々そ

の手をささえ上げては展示物をよく見せて､くわしく説

明をくわえていました｡これには大T.ri,心をひかれ､山男

が一子相伝の伝授をやっているように感じさせられまし

た｡ちょっとほほ笑ましい情景たったのです｡

お願い　本瓶の購読こ希望の万は1カ年詩話料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便営為､

郵便切手で長野県大同市､大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

展示物を通じて最も感動さ

せられたことばスイスアルプ

スクラブの活動でした｡山小

屋の設薩や運営はもちろん遭

難救助の企画実施の一助がク

ラブによって行われているよ

うです｡無責任軽率無鉄砲不

用憩に登山を敢えてし遭難し

た結果地元その他多くの人々

に迷惑をかけるようなことの

少くないわが国の実情を思う

とき､登山の安全教育のためにも山登前の山岳博物館訪

問がどれほど有益有意義であるか､またどれほど有益有

義であるように展示が行届いて行われているか｡そんな

ところに感心させられました｡登山の先達や山案内人の

功労者などアルビニズムに尽した人々への欣紫と景仰の

粕神はそれらの人々の塑像や写真や肖線画を掲示し記念

してある点に現われています｡山岳を中Jmこしたスイス

の全貌はこの山岳博物館で把握できたと感じました｡関

連のある専門書や教養書なども館内で売りさばいて居り

便利です｡

素人写真で恐縮ですがスイスの山に尽くした人々を記

念する部屋の壁面を撮ったもの二葉をはじめ､山小屋の

模型や写真の展示とか､山岳気象関係の展示とか､田柄
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の模型､山間住民の衣裳風俗の人形ケースなどをこらん

ください｡

この博物館の内容については前記の拙縞-ヾルンの山

前博物館ミをお読みください｡

痛言読一言話高言~~高話請へ
発　行　所　長野県大町市TEL(大町)211

大町山岳博物館

印　刷　所　　大町市上中町

信州印刷大町工場


